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年 月 日 （ 土 ） ：

分 ／ 分 有

／ 人

1 1

3 1

番 番

No. 号 号 No.

分 2 年 25 21 1 年 分

分 2 年 2 2 2 年 分

分 2 年 3 4 2 年 分

分 2 年 6 5 2 年 分

分 1 年 24 16 2 年 分

70 分 2 年 7 6 2 年 分

分 2 年 8 8 2 年 分

62 分 2 年 16 10 2 年 分

分 1 年 9 9 2 年 分

70 分 2 年 10 13 2 年 分

70 分 2 年 18 18 2 年 分

分 2 年 1 1 1 年 分

分 2 年 5 3 1 年 分

分 1 年 13 15 1 年 分

10 分 2 年 17 23 2 年 分

7 分 2 年 19 7 2 年 分 13

18 分 1 年 11 11 2 年 分 18

分 2 年 15 19 1 年 分

16 分 2 年 21 20 1 年 分 2

分 1 年 22 25 2 年 分

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 6 分 5

分 分 18

分 分 4

分 分

分 分

分 分

No.

分 18 1 － 0

分 13 1 － 1

分 2 2 － 1

分 5 2 － 2

分 9 3 － 2

分 6 4 － 2

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

【 】 【 】

公 式 記 録 
(一社)兵庫県サッカー協会
兵庫県高体連サッカー部令和元年度兵庫県高等学校サッカー新人大会 準決勝 37

日  時 2020 2 1 11 ００ キックオフ 会  場   アスパ五色  メイングラウンド

天  候 晴れ 風 強風 ピッチ 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 70  延長 ／  PK戦

運営責任者 笠原  弘樹 会場主任 田村　孝次 記  録 平野　敦士 後藤  大輔 観 衆 186

主  審 竹内     章 副審１ 小林　清訓 副審２ 亀田　詩真 第４の審判員 矢崎     翼

 チーム名

4

前半

2

 チーム名 kick off

神戸弘陵学園高校 後半 芦 屋 学 園 高 校
延前

○×  先 PK戦 先  ○×

選手番号 P
K
戦

延後 P
K
戦

選手番号

OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前
選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置

GK 久保     優宮本　規央 GK

DF 上田 翔一朗 1１＊ 木谷　亮太 DF

DF 出口　昂貴橋本　翔和 DF

DF 青木     塁 １＊１＊ 2 小倉　慶士 DF

DF 丸田 慎ノ介田中 百々輝 DF

MF 池田　翔輝 1田中　魁人 MF

MF 和田　真宜松井　治輝 MF

MF 藤田　悠椰1 辻　夕雲希 MF

FW 木原     仁 2１＊ 田中　祉同 FW

FW 貴村　秀悟 2＊ 11 1 松野　隼輝 FW

FW 上野　勇人1 ２＊ 徳弘     匠 FW

GK 山田　柊太大月　耀平 GK

DF 政安　宏承藤井　龍馬 DF

DF 奈木　涼弥大塚　一希 MF

DF 梶山 幸之助藤井　暖人 MF

MF 大野　凱斗川瀬     隼 MF

MF 西口　裕人松隈　弘樹 FW

MF 山南　陽向牧野　隼也 FW

MF 小林　琉綺中島　大樹 FW

MF 中田　魁斗吉村　瑠晟 FW

警・退 氏　　名 事 由

42 警 小倉　慶士 遅延 11 5 6

前半 チーム合計 前半 後半 合 計 時 間時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半

青木     塁 反ス

6 1 5 Ｇ Ｋ

シュート 4 4 8 41 警

1 2 68 警 出口　昂貴 反ス

繰返

4 1 3 Ｃ Ｋ 1

2 5 7 50 警 上野　勇人

1 1 0

6 直接ＦＫ 4 5 912 6

1 1 0 Ｐ Ｋ

間接ＦＫ 1 3 4

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

0 0 0

得

点

経

過

5 神戸弘陵 徳弘 中央 FK

19 芦屋学園 貴村 右

10 ∩ 18 ～ S

41 神戸弘陵 木谷 PK 2 S

FK 10 ∩ 中央 13 HS

42 芦屋学園 青木 左 FK 10 → 中央

55 神戸弘陵 田中祉 中央 16

5 S

S はね返り 9 S

9 ∩ 6 S68 神戸弘陵 小倉 中央 18 →

戦

評

[備 考]

戦評者 所 属 飾磨・川西緑台 氏 名 松下・山下

  神戸弘陵1-4-2-3-1に対し芦屋学園1-3-4-3で、芦屋学園のキックオフで試合開始。立ち上がり芦屋学園が風上を利用し、ロングボール

を多用しながらゴール前への侵入を繰り返す。神戸弘陵は⑱徳弘を起点に細かなパスをつなぎ、サイドを効果的に崩しにかかるも、フィニッ

シュの精度を欠いた。5分、神戸弘陵が自陣の深い位置でもらったFKを⑩松野が早いリスタートで芦屋学園のディフェンスから抜け出した

18徳弘に繋ぎGKをドリブルでかわし先制する。19分、中盤の攻防が続く中、芦屋学園がドリブルの仕掛けからフリーキックを奪い⑩藤田

のクロスを⑬貴村がヘディングで合わせ、同点に追いつく。神戸弘陵は多彩なセットプレーや崩し、芦屋学園はヘディングや球際の強さを見

せるも前半は同点で終了する。後半、神戸弘陵は後方からボールを丁寧に繋ぐ意識が強まり、意図的に崩し芦屋学園ゴールに迫る。芦屋学園

は、42分FKで⑩藤田の精度の高いキックで同点ゴールを奪うも、流れの中では決定的なシーンを作りきれない時間が続く。攻撃のリズムが

良くなった神戸弘陵は、左サイドを支配し55分に3点目を奪い、68分に勝利を決定づけるゴールを決めた。互いに最後まで集中した、好

ゲームであった。


